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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
課
題
は
、
筑
豊
地
域
に
お
け
る
炭
鉱
開
発
が
周
辺
の
地
域
経
済
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

鉱
業
地
域
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
歴
史
地
理
学
的
視
角
か
ら
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
研
究
者
と
い
え
る
川
崎
茂
氏
に
よ
る
と) 1

(
、
鉱
業
開
発
に

よ
っ
て
鉱
山
集
落
の
「
空
間
的
構
造
が
い
か
に
変
容
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
空
間

的
・
景
観
的
な
変
遷
史
を
追
及
し
、
鉱
山
集
落
の
空
間
的
構
造
の
形
成
機
構
の
把
握
」

を
目
指
す
の
が
歴
史
地
理
学
の
立
場
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
鉱
業
開
発
は

「
基
本
的
に
は
鉱
山
集
落
の
建
設
・
成
立
を
前
提
と
し
て
そ
の
実
現
が
可
能
で
あ
り
、

鉱
山
集
落
自
体
、
鉱
山
経
営
の
空
間
的
パ
タ
ー
ン
を
中
核
と
し
て
構
成
さ
れ
る
」
と

し
、
こ
う
し
た
鉱
山
集
落
を
歴
史
的
鉱
山
集
落
と
近
代
的
鉱
山
集
落
と
に
区
分
し
て

い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
近
世
か
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
佐
渡
・
生
野
・
大
森
・

院
内
な
ど
の
金
属
鉱
山
が
、
後
者
で
は
明
治
期
以
降
本
格
的
に
開
発
さ
れ
た
夕
張
・

歌
志
内
・
高
島
・
崎
戸
と
い
っ
た
炭
鉱
、
お
よ
び
硫
黄
鉱
山
が
お
も
に
検
討
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
り
石
炭
産
業
が
斜
陽
化
し
た
の
に

と
も
な
っ
て
、
衰
退
し
た
「
炭
鉱
町
」
で
あ
る
福
岡
県
の
旧
山
田
市
の
事
例
が
採
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

鉱
山
集
落
の
う
ち
炭
鉱
集
落
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
は
戦
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る

が
、
戦
後
に
は
研
究
の
進
展
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
近
世
鉱
山
史
を
中
心
と
し
て

関
連
す
る
研
究
蓄
積
は
あ
る
も
の
の
、
炭
鉱
集
落
の
「
個
別
的
な
具
体
的
研
究
は
乏

し
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る) 2

(

。
近
代
日
本
の
石
炭
産
業
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

お
も
に
労
資
関
係
、
労
務
管
理
、
財
閥
形
成
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
研
究
が
進
め
ら

れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
炭
鉱
開
発
と
地
域
経
済
の
関
係
と
い

う
視
点
に
立
っ
た
研
究
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
炭
鉱
開
発

の
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
炭
鉱
開
発
と
地
域

経
済
と
の
か
か
わ
り
を
で
き
る
か
ぎ
り
実
証
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

対
象
地
域
と
し
て
、
筑
豊
地
域
の
う
ち
鞍
手
郡
に
焦
点
を
絞
り
、
炭
鉱
開
発
が
本
格

【
論
説
】
炭
鉱
開
発
と
地
域
経
済

│
明
治
後
期
の
筑
豊
地
域
を
中
心
に
│

岡

田

有

功
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豊
の
採
炭
量
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
は
一
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
、
第
一
次

大
戦
期
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
表
１
・
２
は
、
日
清
戦
争
前
後
と
日
露
戦
後
に

お
け
る
主
要
炭
鉱
の
採
炭
量
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
掲
げ
ら
れ
た
炭
鉱
の
う
ち

半
数
以
上
が
筑
豊
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。
各
炭
鉱
の
採
炭
量
は
年
々
増
加
し
、
そ

化
す
る
一
八
八
〇
年
代
〜
一
九
〇
〇
年
代
の
明
治
後
期
を
対
象
時
期
と
す
る
。

二　

筑
豊
地
域
に
お
け
る
炭
鉱
開
発

　

筑
豊
地
域
で
は
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
石
炭
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
八
世

紀
の
後
半
に
は
宗
像
の
海
浜
や
小
倉
・
下
関
に
石
炭
が
送
ら
れ
、
同
世
紀
の
末
に
は

福
岡
・
博
多
の
両
市
中
で
も
石
炭
が
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

時
の
筑
豊
炭
の
最
大
の
市
場
は
、
瀬
戸
内
の
塩
田
で
あ
っ
た
。
福
岡
藩
は
、
石
炭
の

増
産
を
奨
励
し
つ
つ
価
格
調
整
の
た
め
流
通
を
規
制
し
て
い
っ
た
。
明
治
期
に
な
る

と
、
福
岡
県
で
は
、
鞍
手
郡
新
入
村
に
狙
い
を
定
め
て
官
営
に
よ
る
大
規
模
な
炭
鉱

開
発
に
よ
っ
て
「
筑
豊
地
域
で
の
石
炭
鉱
業
の
振
興
を
進
め
る
こ
と
を
考
え
て
い

た
」
が
、
新
政
府
の
政
策
が
官
営
事
業
の
払
い
下
げ
に
転
換
し
た
た
め
、
こ
の
計
画

は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
に
政
府

が
導
入
し
た
大
規
模
鉱
区
の
選
定
に
よ
っ
て
、
民
間
経
営
に
よ
る
本
格
的
な
開
発
が

始
ま
っ
た
の
で
あ
る) 3

(

。

　

一
八
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
石
炭
の
産
出
量
を
増
大
さ
せ
た
筑
豊
地
域
は
国
内
最

大
の
採
炭
地
帯
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
、
一
八
八
五
（
明

治
一
八
）
年
に
実
施
さ
れ
た
海
軍
予
備
炭
田
の
封
鎖
解
除
と
八
九
（
同
二
二
）
年

に
農
商
務
省
鉱
山
局
が
行
っ
た
大
規
模
鉱
区
の
選
定
で
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
、
三

菱
・
三
井
・
住
友
・
古
河
な
ど
の
中
央
資
本
と
貝
島
・
安
川
・
松
本
・
麻
生
な
ど
地

元
の
有
力
資
本
が
、
炭
鉱
経
営
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。
筑
豊
地
域
の
採
炭
量
は

一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
日
清
戦
後
に
か
け
て
急
増
し
、
九
六
（
同
二
九
）
年
に
は

国
内
生
産
量
の
五
一
・
二
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
こ
う
し
て
、筑
豊
地
域
は
「
日

本
炭
鉱
業
の
中
心
的
位
置
を
確
立
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
増
え
続
け
た
筑

表１　主要炭鉱の採炭量　⑴ ─日清戦争前後─
鉱山名（所在地） 1892年 鉱山名（所在地） 1894年 鉱山名（所在地） 1896年

t t t
 1　三　　池（福　岡） 481,191  三　　池（福　岡） 667,775  三　　池（福　岡） 698,480
 2　高　　島（長　崎） 181,904  鯰　　田（福　岡） 165,588  夕　　張（北海道） 199,015
 3　中 ノ 島（長　崎） 160,849  赤　　池（福　岡） 138,153  鯰　　田（福　岡） 177,425
 4　幌　　内（北海道） 134,689  夕　　張（北海道） 127,549  奈　　良（福　岡） 172,255
 5　鯰　　田（福　岡） 125,624  高　　島（長　崎） 125,572  新　　入（福　岡） 163,668
 6　新　　入（福　岡） 125,474  新　　入（福　岡） 125,561  赤　　池（福　岡） 157,055
 7　上歌志内（北海道） 107,731  川　　宮（福　岡） 110,437  高　　雄（福　岡） 129,006
 8　大　　辻（福　岡） 72,972  勝　　野（福　岡） 106,138  大　　城（福　岡） 110,971
 9　川　　宮（福　岡） 59,950  幌　　内（北海道） 103,549  幌　　内（北海道） 109,905
10　赤　　池（福　岡） 56,351  上歌志内（北海道） 96,771  高　　島（長　崎） 96,566
11　本　　洞（福　岡） 51,601  大　　城（福　岡） 93,840  勝　　野（福　岡） 88,022
12　瑞　　島（長　崎） 51,213  瑞　　島（長　崎） 90,717  芳　　谷（佐　賀） 84,473
13　大　　浦（福　岡） 50,472  目　　尾（福　岡） 89,839  瑞　　島（長　崎） 81,986
14　幾 春 別（北海道） 50,416  高　　雄（福　岡） 89,060  川　　宮（福　岡） 81,940
15　　糒　　（福　岡） 50,393  菅 牟 田（福　岡） 67,552  大 之 浦（福　岡） 80,812
16　大　　城（福　岡） 48,285  　 糒　　（福　岡） 64,364  上歌志内（北海道） 79,546
17　目　　尾（福　岡） 45,073  笹 ノ 平（佐　賀） 63,732  菅 牟 田（福　岡） 77,390
18　勝　　野（福　岡） 43,431  大　　辻（福　岡） 57,389  大　　辻（福　岡） 74,917
19　高　　雄（福　岡） 38,684  忠　　隈（福　岡） 51,193  豊　　国（福　岡） 74,410
20　笹 ノ 平（佐　賀） 34,264  金　　田（福　岡） 49,849  伊　　田（福　岡） 71,056
泫１．『工学会誌』第154巻　1894年、『第三鉱山統計便覧』1896年、および『第五鉱山統計便
　　　覧』1898年による。
　２．ゴシックは、鞍手郡所在のもの。
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れ
に
と
も
な
っ
て
、
炭
鉱
の
規
模
も
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

採
炭
量
の
増
加
は
、
排
水
ポ
ン
プ
・
運
搬
用
機
械
の
導
入
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
。
主
要
炭
鉱
で
は
、
採
炭
と
と
も
に
基
本
的
生
産
過
程
で
あ
る
運
搬
過
程
の
機
械

化
が
進
み
「
技
術
的
に
み
れ
ば
、
一
八
九
〇
年
代
に
日
本
炭
鉱
業
は
機
械
制
大
工
業

と
し
て
」
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
採
炭
過
程
は
単
純
な
道
具
に
よ
る
手

掘
で
あ
り
、
産
出
量
を
増
や
す
た
め
に
は
残
柱
式
採
炭
と
い
う
計
画
的
採
炭
方
式
に

依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
採
炭
機
械
の
使
用
は
日
露
戦
後
に
始
ま
る
が
、
採

炭
過
程
の
機
械
化
が
進
展
す
る
の
は
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
採
炭
方
式
の
も
と
で
、
簡
単
な
道
具
を
用
い
た
「
採
炭
夫
の
大
量
投

入
に
よ
る
大
規
模
採
炭
」
が
、
石
炭
生
産
量
の
増
加
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る) 4

(

。

　

こ
う
し
て
筑
豊
地
域
の
炭
鉱
は
採
炭
量
を
急
増
さ
せ
て
い
く
が
、
そ
の
た
め
に
は

市
場
の
拡
大
と
法
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
石
炭
産
業
は
、
輸
出
の
増
大
の
ほ

か
工
場
用
・
船
舶
用
な
ど
国
内
需
要
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
た
。
一
八
九
〇
年
代
以

降
急
速
に
増
加
し
た
工
場
用
炭
は
、
第
一
次
大
戦
後
も
石
炭
市
場
に
お
い
て
大
き
な

比
重
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
制
に
つ
い
て
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
二

月
に
鉱
業
法
制
の
出
発
点
と
い
え
る
太
政
官
布
告
第
一
〇
〇
号
（「
鉱
山
心
得
」）
が

示
さ
れ
た
。
鉱
山
王
有
制
と
本
国
人
主
義
を
骨
子
と
す
る
鉱
山
心
得
は
「
鉱
業
行
政

の
基
準
」
と
な
り
、
鉱
山
王
有
制
は
「
土
地
所
有
権
に
対
す
る
鉱
業
権
の
優
位
＝
鉱

業
権
主
義
」
を
方
向
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
七
三
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
日
本

坑
法
は
、
鉱
山
心
得
の
骨
子
を
基
本
原
則
と
し
つ
つ
借
区
制
に
基
づ
く
民
営
鉱
山
の

開
発
と
政
府
の
監
督
権
限
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

日
本
坑
法
に
代
わ
っ
て
、
新
た
に
鉱
業
条
例
が
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
公

布
・
九
二
（
同
二
五
）
年
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
条
例
に
よ
っ
て
「
近

代
的
な
鉱
山
法
制
が
実
施
に
移
さ
れ
、
鉱
山
業
の
本
格
的
な
発
展
の
基
礎
」
が
築
か

表２　主要炭鉱の採炭量　⑵ ─日露戦後期─
鉱山名（所在地） 1905年 鉱山名（所在地） 1907年 鉱山名（所在地） 1909年 鉱山名（所在地） 1911年

t t t t
 1　三　　池（福　岡） 1,311,038  三　　池（福　岡） 1,497,476  三　　池（福　岡） 1,551,343  三　　池（福　岡） 1,975,485
 2　大之浦満之浦（同） 589,939  大 之 浦（福　岡） 809,282  大 之 浦（福　岡） 653,846  大 之 浦（福　岡） 763,707
 3　夕張第一（北海道） 466,429  三井田川（福　岡） 488,330  三井田川（福　岡） 569,860  三井田川（福　岡） 748,747
 4　明　　治（福　岡） 431,842  夕張第一（北海道） 482,234  夕張第一（北海道） 509,605  夕張第一（北海道） 566,167
 5　新　　入（福　岡） 427,131  新　　入（福　岡） 443,398  大　　辻（福　岡） 412,360  明　　治（福　岡） 538,293
 6　三井田川（福　岡） 400,906  明　　治（福　岡） 412,247  新　　入（福　岡） 399,612  二　　瀬（福　岡） 427,857
 7　古河西部（福　岡） 334,050  古河西部（福　岡） 386,761  明　　治（福　岡） 394,249  新　　入（福　岡） 398,837
 8　二　　瀬（福　岡） 274,505  二　　瀬（福　岡） 370,156  二　　瀬（福　岡） 386,949  塩頭·目尾（福　岡） 389,382
 9　鯰　　田（福　岡） 222,549  金　　田（福　岡） 285,060  古河西部（福　岡） 379,858  鯰　　田（福　岡） 389,170
10　豊　　国（福　岡） 222,505  鯰　　田（福　岡） 247,158  空　　知（北海道） 312,330  三井本洞（福　岡） 378,336
11　金　　田（福　岡） 217,218  芳 ノ 谷（佐　賀） 223,459  金　　田（福　岡） 298,670  忠　　隈（福　岡） 344,493
12　空　　知（北海道） 213,252  御徳海軍（福　岡） 218,800  鯰　　田（福　岡） 274,283  豊　　国（福　岡） 334,493
13　大　　辻（福　岡） 211,437  芳　　雄（福　岡） 218,497  三井本洞（福　岡） 263,179  三井山野（福　岡） 330,442
14　高　　島（長　崎） 205,658  大　　辻（福　岡） 214,978  三井山野（福　岡） 252,478  相　　知（佐　賀） 319,059
15　幌　　内（北海道） 205,142  入　　山（福　島） 206,787  芳 ノ 谷（佐　賀） 250,784  金　　田（福　岡） 319,003
16　入　　山（福　島） 204,365  空　　知（北海道） 203,509  入　　山（福　島） 238,930  内　　郷（福　島） 317,929
17　赤　　池（福　岡） 190,461  小 野 田（福　島） 193,331  忠　　隈（福　岡） 238,595  芳 ノ 谷（佐　賀） 317,069
18　芳 ノ 谷（佐　賀） 161,240  高　　島（長　崎） 185,839  内　　郷（福　島） 231,519  入　　山（福　島） 270,759
19　赤 坂 口（佐　賀） 138,297  赤　　池（福　岡） 183,705  芳　　雄（福　岡） 226,244  芳　　雄（福　岡） 258,971
20　相　　知（佐　賀） 137,080  大　　任（福　岡） 181,893  相　　知（佐　賀） 224,350  高　　島（長　崎） 239,382
泫　１．『本邦鉱業ノ趨勢』各年版による。
　　２．ゴシックは、鞍手郡所在のもの。
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の
出
現
、
②
工
業
用
地
・
炭
鉱
用
地
・
宅
地
な
ど
へ
の
農
地
転
用
と
鉱
害
に
よ
る
耕

地
の
不
毛
化
、
③
農
村
地
域
か
ら
の
人
口
流
出
、
と
い
っ
た
現
象
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
っ
た
。
つ
ま
り
農
業
は
、
農
産
物
市
場
・
土
地
市
場
・
労
働
力
市
場
を
通
じ
て

鉱
工
業
化
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る) 9

(

。

　

一
八
八
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
福
岡
県
の
採
炭
地
域
の
生
産
価
額
を
示
し
た
表
３

に
よ
る
と
、
三
池
郡
を
例
外
と
し
て
、
農
産
物
価
額
は
八
〇
％
前
後
、
鉱
工
産
物

価
額
は
一
〇
％

前
後
の
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
田

川
を
除
く
筑
豊

地
域
の
各
郡
に

お
い
て
は
、
石
炭

価
額
の
割
合
が

一
五
〜
二
七
％

と
高
か
っ
た
。

八
〇
年
代
の
初

め
か
ら
石
炭
鉱

業
の
「
盛
衰
ハ
各

坑
主
ノ
休
戚
ニ

関
ス
ル
ノ
ミ
ニ

ア
ラ
ズ
県
下
経

済
ノ
要
点
ニ
響

動
ス
…
」
と
い
わ

れ)10

(

、
県
の
重
要
産

れ
た
の
で
あ
っ
た) 5

(

。
日
本
坑
法
の
も
と
で
は
採
掘
出
願
を
許
可
す
る
基
準
が
明
確
で

な
か
っ
た
た
め
「
地
主
優
位
・
地
元
優
位
、
農
業
優
先
」
と
な
り
、
炭
鉱
開
発
に
と
っ

て
障
壁
と
な
っ
て
い
た
。
同
条
例
は
、そ
う
し
た
状
況
を「
鉱
業
者
優
位
、鉱
業
優
先
」

の
方
向
へ
と
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る) 6

(

。
同
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と
、
他
府

県
の
鉱
区
所
有
者
が
増
え
始
め
、
労
働
者
の
移
動
も
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

日
露
戦
争
の
さ
な
か
の
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
に
、
鉱
業
法
が
公
布
・
施
行

さ
れ
た
（
三
・
七
月
）。
同
法
は
、
鉱
業
条
例
の
不
備
・
欠
点
を
修
正
し
規
定
の
充
実

を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
出
願
鉱
区
の
最
小
規
模
を
一
万
坪
か
ら

五
万
坪
に
、
最
大
規
模
を
六
〇
万
坪
か
ら
一
〇
〇
万
坪
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
鉱
区
規
模
が
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
試
掘
権
お

よ
び
採
掘
権
を
鉱
業
権
と
し
、
鉱
業
権
を
物
権
と
す
る
規
定
を
設
け
た
。
鉱
業
権
を

一
種
の
財
産
権
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
権
利
義
務
の
範
囲
を
確
定
し
た
の

で
あ
っ
た
。
外
国
人
の
鉱
業
権
取
得
禁
止
に
つ
い
て
は
若
干
緩
和
さ
れ
、
役
員
や
株

主
に
外
国
人
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
法
人
名
義
で
あ
れ
ば
鉱
業
権
を
取
得
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
鉱
害
問
題
に
関
し
て
は
、
鉱
業
条
例
と
同
様
、

賠
償
規
定
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た) 7

(

。

三　

筑
豊
地
域
の
地
域
経
済
―
鞍
手
郡
を
中
心
に
―

　

明
治
期
を
通
じ
て
福
岡
県
の
主
要
産
業
は
、
石
炭
鉱
業
、
農
業
、
工
業
で
あ
っ
た
。

農
業
の
占
め
る
比
重
は
当
初
か
ら
大
き
か
っ
た
が
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
鉱

工
業
の
発
展
に
よ
り
「
農
業
県
か
ら
工
鉱
業
県
へ
と
転
じ
つ
つ
あ
っ
た
」) 8

(

。
鉱
工
業

の
急
速
な
発
展
は
、
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
鉱

工
業
の
発
展
に
と
も
な
う
都
市
部
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、
①
巨
大
な
農
産
物
市
場

表３　福岡県の採炭地域における生産価額（1888年）

郡　名 農産物 鉱工産物 合　計石　　炭
円　　％ 円　　％ 円　　％ 円　　％

１．粕　屋 609,636（90.1) 66,442（ 9.8） 56,128（ 8.5） 676,496（100）
２．宗　像 401,715（79.9) 60,480（12.0） 60,480（12.0） 502,551（100）
３．遠　賀 599,646（67.8) 225,163（25.5） 224,925（25.4） 883,787（100）
４．鞍　手 580,686（68.9) 230,468（27.3） 230,468（27.3） 842,744（100）
５．嘉　麻 369,753（74.4) 118,797（23.9） 93,594（18.8） 497,007（100）
６．穂　波 321,289（80.6） 71,406（17.9） 62,890（15.8） 398,787（100）
７．早　良 374,850（95.1） 7,417（ 1.9） 7,417（ 1.9） 394,233（100）
８．席　田 53,168（95.3） 2,607（ 4.7） 2,607（ 4.7） 55,775（100）
９．那　珂 316,723（93.9） 1,447（ 0.4） 1,447（ 0.4） 337,009（100）
10．三　池 441,838（35.3） 806,821（64.6） 806,821（64.6） 1,249,904（100）
11．企　救 490,001（82.9） 10,160（ 1.7） 6,241（ 1.1） 591,352（100）
12．田　川 736,563（87.3） 84,838（10.1） 75,872（ 9.0） 843,567（100）

総　計 10,446,052（83.5） 1,686,046（13.5） 1,631,219（13.0）12,509,406（100）
泫　１．日本農業発達史調査会編『日本農業発達史』１　改訂版　1978年 609頁、
　　　　および『福岡県農事調査書』各郡より作成。
　　２．「合計」には、林産物が含まれている。「総計」は他郡を含む。数値を一部修
　　　　正した個所がある。
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の
と
い
っ
て
よ
い
が
、
筑
豊
五
郡
の
採
炭
量
の
推
移
は
表
５
に
示
さ
れ
て
い
る
。

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
と
九
八
（
同
三
一
）
年
以
降
の
デ
ー
タ
を
単
純
に
比
較

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
両
年
に
お
け
る
五
郡
合
計
の
採
炭
量
は
、
五
四
万
ト
ン

か
ら
三
六
六
万
ト
ン
へ
と
六
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
日
清
戦
後
第
一
次
恐
慌
の

影
響
か
ら
九
九
年
に
採
炭
量
は
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
た
。

こ
の
う
ち
鞍
手
・
嘉
穂
・
田
川
三
郡
の
採
炭
量
は
特
に
多
く
、
筑
豊
地
域
の
八
五
％

業
と
み
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
注
目

に
値
し
よ
う
。
日

清
戦
後
〜
日
露
戦

後
の
時
期
に
お
け

る
筑
豊
五
郡
の
生

産
価
額
は
、
表
４

の
通
り
で
あ
る
。

遠
賀
郡
八
幡
村
に

設
置
さ
れ
た
官
営

八
幡
製
鉄
所
が
操

業
を
開
始
し
た
た

め
、
同
郡
の
鉱
産

の
比
率
は
減
少
し

て
い
く
が
、
鞍

手
・
嘉
穂
・
田
川

各
郡
の
鉱
産
価
額

は
七
〇
％
前
後
と

か
な
り
高
く
、
農

林
水
産
業
の
比
率

を
大
き
く
上
回
っ

て
い
た
。

　

鉱
産
価
額
は

石
炭
に
よ
る
も

表４　筑豊５郡における生産価額
項　目 遠賀郡 鞍手郡 嘉穂郡 田川郡 企救郡 ５郡合計 福岡県

１９０２年
千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

農林水産 1,616 44.4 1,667 23.9 1,962 29.4 1,596 23.4 1,313 55.9 8,154 30.8 35,876 47.4
 うち農産 1,543 42.4 1,493 21.4 1,878 28.2 1,486 21.8 1,147 48.8 7,547 28.5 33,127 43.8

鉱　　産 1,663 45.7 4,972 71.3 4,088 70.6 4,814 70.6 94 4.0 15,632 59.1 18,951 25.0 
工　　産 358 9.9 336 4.8 616 6.0 408 6.0 942 40.1 2,660 10.1 20,857 27.6 
合　　計 3,638 100.0 6,975 100.0 6,665 100.0 6,819 100.0 2,349 100.0 26,445 100.0 75,684 100.0 

１９０７年
農林水産 2,999 43.4 3,501 24.6 3,200 23.2 2,988 24.5 2,366 15.4 15,053 24.1 59,512 38.9 
 うち農産 2,740 39.6 2,409 16.9 2,893 21.0 2,192 18.0 1,988 13.0 12,223 19.6 52,266 34.2 
鉱　産 2,639 38.2 9,586 67.4 9,526 69.2 8,263 67.8 57 0.4 30,072 48.2 41,625 27.2 
工　産 1,274 18.4 1,138 8.0 1,040 7.6 945 7.7 12,929 84.2 17,326 27.7 51,732 33.8 
合　計 6,912 100.0 14,225 100.0 13,766 100.0 12,196 100.0 15,351 100.0 62,451 100.0 152,869 100.0 

１９１２年
農林水産 3,333 32.0 2,498 23.9 3,850 23.1 3,561 25.8 2,842 15.0 16,083 22.9 70,365 41.0 

うち農産 3,076 29.5 2,336 22.4 3,619 21.7 3,102 22.5 2,390 12.6 14,523 20.7 62,713 36.6 
鉱　　産 3,231 31.0 7,113 68.2 11,654 70.0 9,679 70.2 126 0.7 31,803 45.3 40,378 23.5 
工　　産 3,856 37.0 826 7.9 1,149 6.9 545 4.0 15,973 84.3 22,348 31.8 60,832 35.5 
合　　計 10,420 100.0 10,437 100.0 16,652 100.0 13,785 100.0 18,941 100.0 70,234 100.0 171,574 100.0 

泫　１．『福岡県統計書』各年版より作成。
　　２．単位未満は四捨五入した。

表５　筑豊５郡における採炭量の推移
年　次 遠賀郡 鞍手郡 嘉穂郡 田川郡 企救郡 合　計

t t t t t t
1880 23,880 59,658 73,224 24,882 　─ 181,644

1885 68,691 105,800 114,411 58,604 　─ 347,507
1886 44,059 143,855 84,307 40,158 　─ 312,378
1887 45,037 190,866 115,694 61,765 　─ 413,362
1888 112,463 191,047 169,035 71,144 4,370 548,058

1898 537,043 1,085,786 877,892 1,116,435 46,082 3,663,238
1899 496,658 1,050,050 804,855 1,067,155 69,519 3,488,237
1900 535,452 1,046,950 1,015,788 1,386,209 65,264 4,049,663
1901 652,908 1,364,906 1,251,132 1,554,461 70,682 4,894,089
1902 636,936 1,375,303 1,383,762 1,495,353 78,499 4,969,853
1903 618,717 1,585,247 1,455,210 1,354,834 42,317 5,056,325
1905 526,368 1,383,966 2,060,198 1,772,683 60,875 5,804,090
1906 721,574 1,616,967 2,473,164 1,902,963 49,457 6,764,125
1907 800,777 1,824,236 2,784,722 1,859,300 23,353 7,292,388
1909 773,146 1,774,160 2,900,365 2,406,476 1,735 7,855,882
1910 946,068 2,161,402 2,679,757 2,692,516 9,508 8,489,251
1911 1,052,433 2,346,486 3,008,755 2,713,501 16,325 9,137,500

泫　１．『筑豊石炭礦業史年表』1973年、『日本鉱業会誌』第41号　1888年、『福岡
　　　　県農事調査』各郡、および『筑豊五郡石炭鉱区一覧表』各年版（『石炭研
　　　　究資料叢書』各輯）による。
　　２．1880～88年の嘉穂郡は、嘉摩郡と穂波郡の合計。
　　３．単位未満は四捨五入した。
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て
鉱
夫
不
足
が
顕
在
化
し
そ
の
争
奪
も
激
し
く
な
っ
た
た
め
、
賃
金
が
急
上
昇
す
る

と
と
も
に
彼
ら
の
移
動
が
活
発
化
し
た
の
で
あ
っ
た)11

(

。
た
と
え
ば
、
一
八
九
七
（
同

三
〇
）
年
に
お
け
る
入
寄
留
者
数
四
、九
八
九
人
の
う
ち
、
他
府
県
が
二
、〇
一
九

人
、
県
内
他
郡
市
二
、二
四
三
人
、
同
他
町
村
六
五
五
人
と
な
っ
て
お
り
、
前
二
者

か
ら
の
入
寄
留
者
が
多
か
っ
た)12

(

。
こ
の
こ
と
は
「
主
に
炭
田
内
に
お
け
る
炭
鉱
間
移

動
」
を
す
る
鉱
夫
が
か
な
り
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る)13

(

。
日
露
戦
後
に
も
同
様
の
事

態
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
賃
金

が
上
昇
し
た
鉱
夫
は
筑
豊
地
域

の
炭
鉱
を
移
動
し
て
い
た
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
郡
に
お

け
る
「
戸
口
ノ
増
減
ハ
鉱
業
ノ

盛
衰
ト
消
長
ヲ
供
ニ
ス
ル
」
も

の
で
あ
っ
た)14

(

。

　

鞍
手
郡
の
就
業
状
況
か
ら
も

炭
鉱
業
の
影
響
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
清
戦
後
の

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
と

日
露
戦
後
の
一
九
〇
九
（
同

四
二
）
年
の
職
業
別
戸
口
を
掲

げ
た
表
７
で
は
、
戸
口
数
は
ほ

ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
一
八
九
七

年
で
は
鉱
業
は
明
確
に
分
類
さ

前
後
を
産
出
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
鉱
産
価
額
・
産
出
量
の
動
向
か
ら
も
当
該

地
域
に
お
け
る
石
炭
産
業
の
発
展
ぶ
り
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
下
で
は
、
炭
鉱
地
帯
で
あ
っ
た
鞍
手
郡
と
同
郡
新
入
村
の
地
域
的
特
徴
を
、ａ
．

戸
数
・
人
口
、
ｂ
．
生
産
・
消
費
の
構
成
、
ｃ
．
地
域
と
炭
鉱
、
の
項
目
か
ら
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

⑴　

鞍
手
郡

　
　

ａ
．
戸
数
・
人
口

　

鞍
手
郡
の
戸
数
・
人
口

を
示
し
た
表
６
を
み
る
と
、

戸
口
と
も
一
八
八
〇
年
代

半
ば
以
降
、増
加
し
て
い
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
出
寄

留
・
入
寄
留
の
移
動
人

口
、
お
よ
び
そ
の
移
動
率

は
八
四
（
明
治
一
七
）
年

以
降
急
激
に
増
加
・
上
昇

し
て
い
る
し
、
本
籍
人
口

の
割
合
は
徐
々
に
減
少
し

て
い
っ
た
。
日
清
戦
後
に

急
増
す
る
入
寄
留
者
の
多

く
は
炭
鉱
労
働
者
で
あ
っ

た
。
当
該
期
に
お
け
る
石

炭
需
要
の
高
ま
り
に
よ
っ

表６　鞍手郡における戸口の推移

年次
本　籍 移動人口

Ｂ／Ａ Ｃ／Ｂ
移動率

戸　数
（Ａ）

人　口
（Ｂ）

人　口
（Ｃ）

出寄留
（Ｄ）

入寄留
（Ｅ） Ｄ／Ｃ Ｅ／Ｂ

　　戸 　　人 　　人 　　人 　　人 　　人 　　％ ％ ％
1872 8,268 41,288 ？ ？ ？ 4.99 ? ？ ？
1877 8,156 42,043 ？ ？ ？ 5.15 ? ？ ？
1884 8,694 46,615 46,768 160 109 5.32 100.3 0.3 0.2
1888 8,657 50,343 50,208 1,830 1,995 5.82 99.7 3.6 4.0
1892 9,360 52,540 52,245 1,976 2,263 5.61 99.4 3.8 4.3
1897 10,645 60,618 57,765 2,136 4,989 5.70 95.3 3.7 8.2
1902 15,445 81,207 66,041 2,975 11,497 5.26 81.3 4.5 14.2
1907 16,599 82,061 72,244 4,817 18,090 4.94 88.0 6.7 22.0
1912 19,632 94,514 79,373 9,499 24,640 4.81 84.0 12.0 26.1

泫　１．『鞍手郡誌』上巻　復刻版　名著出版　1974年（原典は1934年）、長幸男・正田健一郎
　　　　監修／大橋博編『明治中期産業運動資料』第14巻　⑵ 日本経済評論社　1980年　所収
　　　　の「鞍手郡農事調査」262頁、および『福岡県統計書』各年版より作成。
　　２．単位未満は四捨五入した。

表７　鞍手郡における職業別戸口

業　種
１８９７年 １９０９年

戸　　数 人　　員 戸　　数 人　　員 兼 業 率
戸　数 人　員

戸  　％ 人　　％  戸　  ％ 人　　％ ％ ％
a) 農　業 6,036（59.4） 36,958（63.1） 6,315（29.5） 37,182（35.8） 46.1 49.9
b) 工　業 963（ 9.5） 3,677（ 6.3） 887（ 4.1） 4,349（ 4.2） 46.2 46.1
c) 商　業 2,009（19.8） 10,513（17.9） 4,567（21.3） 18,444（17.8） 14.5 18.5
d) 漁　業 3（ 0.0） 8（ 0.0） 17（ 0.1） 100（ 0.1） 29.4 28.0
e) 艜　業

｝1,143（11.3）｝7,442（12.7）
176（ 0.8） 1,628（ 1.6） 36.9 25.2

 f ) 鉱　業 6,959（32.5） 29,294（28.2） 8.8 9.3
g) 雑　業 2,482（11.6） 12,866（12.4） 11.3 11.3
合　計 10,154（100） 58,598（100） 21,403（ 100）103,863（100） 23.1 27.5

泫　１．『福岡県勧業年報』第19回　1897年、および『福岡県鞍手郡是』1911年より作成。
　　２．兼業率＝兼業／専業＋兼業。1897年のｅ～ｇは、原資料では「其他戸数」「雑業其
　　　　他人口」となっている。
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前
掲
表
４
で
確
認
し
た
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
同
郡
の
生
産
額
に
は
鉱
産
価
額
は
含
ま

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
で
も
な
お
炭
鉱
業
の
比
重
の
高
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

下
段
の
消
費
価
額
の
特
徴
と
し
て
は
「
食
品
」
の
比
率
が
最
も
高
く
五
〇
％
を

超
え
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
「
雑
品
」
を
加
え
れ
ば
八
割
以
上
に
な
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
食
費
に
支
出
す
る
額
が
大
き
か
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
所
得
の
多
く
を
「
衣
食
ニ
投
シ
テ
」
い
た
炭
鉱
夫
や
艜
夫)18

(

の
消
費
行
動
が
か
な
り
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
時
期
は
若
干
ず
れ
る
が
、

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
お
け
る
遠
賀
郡
の
一
戸
当
た
り
・
一
人
当
た
り
の
消

費
価
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
六
円
四
銭
六
厘
・
七
九
円
四
四
銭
一
厘
と
な
っ
て
お

り)19

(

、
鞍
手
郡
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
個
々
の
地
域
住
民
の
経
済
状
況
は

一
様
で
は
な
い
た
め「
細
民
ニ
至
リ
テ
ハ
生
計
上
苦
痛
ヲ
訴
ル
者
」が
少
な
く
な
か
っ

れ
て
い
な
い
が
、一
九
〇
九
年
に
記
載
さ
れ
た
「
鉱
業
」
の
戸
口
は
三
〇
％
前
後
と
、

農
業
に
匹
敵
す
る
規
模
と
な
っ
て
い
た
。
平
底
の
小
船
で
石
炭
を
運
搬
す
る「
艜
ひ
ら
た

業
」

な
ら
び
に
「
雑
業
」
を
鉱
業
関
連
の
業
種
と
み
な
せ
ば
、
鉱
業
と
合
わ
せ
て
四
〇
％

を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
日
露
戦
後
に
な
る
と
川
艜
に
よ
る
石
炭
の
輸
送

は
「
完
全
に
鉄
道
輸
送
の
補
完
的
機
関
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い)15

(

。
ま
た
、
商
業
に
つ
い
て
は
「
炭
価
ノ
不
況
ハ
商
業
上
影
響
ス
ル

所
少
カ
ラ
ザ
ル
」
と
い
わ
れ)16

(
、
石
炭
の
価
格
動
向
が
同
郡
の
商
業
に
影
響
を
与
え
て

い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
日
清
戦
後
に
筑
豊
地
域
の
炭
鉱
業
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
先

に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
労
働
集
約
的
で
あ
っ
た
炭
鉱
業
は
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
し

た
の
で
あ
り
、
炭
鉱
労
働
者
の
移
動
を
通
じ
て
鞍
手
郡
は
大
き
な
労
働
力
市
場
を
形

成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

ｂ
．
生
産
・
消
費
の
構
成

　

日
露
戦
後
に
お
け
る
鞍
手
郡
の
生
産
・
消
費
価
額
は
、
表
８
の
ご
と
く
で
あ
る
。

生
産
価
額
に
つ
い
て
は
、
炭
鉱
夫
を
中
心
と
し
た
「
雑
業
」
と
農
業
の
両
者
で
八
割

を
超
え
て
い
た
。
こ
れ
を
一
人
当
た
り
の
金
額
で
比
較
す
る
と
、
農
業
は
六
六
円

三
七
銭
五
厘
、「
雑
業
」
は
四
七
円
七
六
銭
三
厘
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
雑
業
」
を

職
種
別
で
み
る
と
、
坑
夫
一
七
〇
円
、
雑
役
夫
一
二
〇
円
、
職
工
一
六
〇
円
、
艜
夫

一
五
〇
円
と
な
っ
て
お
り
、
年
雇
労
働
者
の
賃
金
と
比
べ
て
約
二
倍
の
開
き
が
あ
っ

た
。
炭
鉱
労
働
で
あ
る
坑
夫
・
雑
役
夫
・
職
工
に
事
務
員
を
加
え
れ
ば
合
計
で
三
、

二
三
九
千
円
と
な
り
、
農
業
の
生
産
価
額
を
か
な
り
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
坑
夫
を

は
じ
め
と
す
る
炭
鉱
労
働
者
の
賃
金
は
「
不
況
の
一
時
期
を
除
く
と
、
当
時
で
は
高

水
準
」
で
あ
っ
た)17

(

。
鉱
産
価
額
が
農
林
水
産
価
額
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
こ
と
は

表８　鞍手郡における生産・消費価額（1908～10年の平均）

項　　目 価　額 １戸当たり １人当たり
【生　産】 千円　％ 円 円

a. 農　業 2,468（28.0） 390.808 66.375
b. 工　業 361（ 4.1） 407.494 83.110
c. 商　業 1,032（11.7） 225.965 55.952
d. 漁　業 4（ 0.0） 225.824 38.390
e. 雑　業 4,961（56.2） 231.782 47.763
　　艜　夫 13（ 0.0） ─ 150.000
　　炭鉱：坑　夫 1,773（20.1） ─ 170.000
　　　　：雑役夫 955（10.8） ─ 120.000
　　　　：職　工 200（ 2.3） ─ 160.000
　　　　：事務員 311（ 3.5） ─ 300.000
　　年雇（男子） 37（ 0.4） ─ 65.000

合　計 8,826（100） 412.375 84.978
【消　費】

f. 食　品 4,200（54.4） 196.255 40.442
g. 衣　類 419（  5.4） 19.590 4.037
h. 住　居 533（  6.9） 24.905 5.132
i. 雑　品 2,345（30.4） 109.570 22.579
j. 肥　料 217（  2.8） 10.127 2.087

合　計 7,715（100） 360.447 74.277
泫　１．『福岡県鞍手郡是』1911年より作成。
　　２．単位未満は四捨五入した。
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べ
た
人
口
移
動
の
影
響
が
反
映

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
自

小
作
別
で
は
小
作
農
が
四
〇
％

前
後
、
自
小
作
農
を
加
え
れ
ば

八
〇
％
前
後
と
な
る
。
小
作
地

に
依
存
す
る
農
民
が
か
な
り
多

く
、
農
民
層
の
分
解
が
進
ん
で

い
た
と
い
え
よ
う
。

　

炭
鉱
業
の
勃
興
に
よ
る
人
口

移
動
の
影
響
は
、
農
業
労
働

力
の
流
出
と
な
っ
て
現
れ
た
。

一
八
八
〇
年
代
後
半
に
、
鞍
手

郡
の
各
地
で
「
石
炭
採
掘
ノ
業

続
々
興
起
シ
雇
賃
非
常
ニ
騰
貴

シ
其
他
之
ニ
関
ス
ル
事
業
ノ
利

益
ア
ル
ヨ
リ
目
前
ノ
利
ノ
ミ
ニ

汲
々
ト
シ
テ
或
ハ
坑
夫
ト
ナ
リ

或
ハ
輓
夫
ト
ナ
リ
自
然
農
業
ニ

注
意
セ
サ
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
近
隣
の
他
郡
に
お
い
て
も
事
情

は
同
様
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
田
川
郡
で
は
「
農
業
ニ
勤
労
ス
ル
ヨ
リ
却
テ
炭
坑
業

ニ
従
事
ス
ル
ノ
利
益
多
キ
ヲ
以
テ
意
ヲ
農
事
ニ
傾
ク
ル
モ
ノ
少
ク
…
」
と
い
わ
れ
て

い
た
し
、
穂
波
郡
で
も
「
中
等
以
下
ノ
農
民
ハ
近
年
炭
坑
事
業
ノ
勃
興
ス
ル
ニ
随
ヒ

…
遂
ニ
意
ヲ
農
事
ニ
傾
ク
ル
モ
ノ
少
キ
」
状
態
と
な
っ
て
い
た)26

(

。
こ
う
し
た
農
業
労

働
力
の
流
出
は
、
そ
の
後
も
続
く
こ
と
と
な
っ
た)27

(

。

た
の
で
あ
り)20

(

、
経
済
格
差
は
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

炭
鉱
業
が
拡
大
す
る
以
前
は
、
鞍
手
郡
の
「
米
麦
は
農
産
の
大
宗
」
と
い
わ
れ

「
郡
外
移
出
の
要
品
」
で
あ
っ
た)21

(

。
し
か
し,

炭
鉱
業
の
勃
興
に
よ
り
郡
内
の
農
産
物

消
費
量
が
増
加
し
、
農
産
物
は
ほ
と
ん
ど
郡
内
で
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
米
穀
も

移
入
品
に
転
じ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
二
年
度
に
お
け
る
同
郡
の
移
出
額
は
二
、

五
六
九
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
移
入
額
は
二
〇
二
、七
九
五
円
に
の
ぼ
っ
て
い

た)22

(

。
郡
内
の
消
費
市
場
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
消
費
物
資
が
郡
外
か
ら

流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
米
穀
の
ほ
か
「
農
家
の
自
家
製
品
」
で
あ
っ

た
織
物
の
原
料
糸
も
「
悉
皆
輸
入
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
家
で
自
給
し
て
い
た

清
酒
や
煙
草
も
移
入
品
に
取
っ
て
替
わ
っ
た)23

(
。
野
菜
類
に
つ
い
て
も
「
生
産
ヲ
以
テ

其
需
用
ヲ
充
タ
ス
」
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
果
実
の
場
合
、
種
類
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
「
郡
内
ノ
需
用
ヲ
充
タ
ス
能
ハ
ザ
ル
」
状
態
で
あ
っ
た)24

(

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
鞍
手
郡
の
生
産
・
消
費
額
に
は
炭
鉱
業
の
発
展
に
よ
る
影
響
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
鉱
業
ノ
盛
衰
消
長
ハ
繋
リ
テ
郡
民
経
済
ノ

上
ニ
ア
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に)25

(
、
炭
鉱
業
の

動
向
が
地
域
経
済
を
大
き
く
左
右
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

 

ｃ
．
地
域
と
炭
鉱

　

福
岡
県
の
主
要
産
業
の
一
つ
に
農
業
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
炭
鉱
地
帯

で
あ
っ
た
鞍
手
郡
の
農
業
の
概
況
を
示
し
た
の
が
表
９
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
る

と
、
米
の
収
穫
量
・
価
額
は
変
動
し
つ
つ
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
反
当
り
収
量
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
同
郡
の
小
作
地
率
は
減
少
に
向
か
い
な
が
ら
も
六
〇
％
前

後
と
高
く
、
全
国
平
均
を
超
え
る
福
岡
県
を
一
〇
ポ
イ
ン
ト
前
後
上
回
っ
て
い
た
。

一
八
九
〇
年
代
以
降
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
農
家
戸
数
の
推
移
に
は
、
先
に
述

表９　鞍手郡における農業の概況

年次 自 作 自小作 小 作 合　計 米　　　作
収 穫 量 反当り収量 小作地率

％ ％ 　　％ 戸 千石 千円 石 ％
1876 ？ ？ ？ ？ 50 ？ 1.359 ？
1884 ？ ？ ？ 5,677 59 352 1.007（ ？ ） ？
1888 18.5 31.5 50.0 6,410 105 460 1.787（1.688） ？
1892 22.8 38.7 38.8 6,708 99 ？ 1.826（1.695） 60.8（50.8）
1897 ？ ？ ？ 6,036 78 ？ 1.392（1.367） ？ （50.1）
1902 15.8 40.9 43.3 6,792 95 1,162 1.662（1.729） 67.7（54.8）
1907 20.1 34.6 45.3 6,468 123 1,904 2.166（2.122） 64.6（55.9）
1912 21.2 34.2 44.4 6,187 84 1,677 1.476（1.774） 59.4（56.0）

泫　１．『福岡県史』近代史料編　福岡県地理全誌（三）1989年　所収の巻之五十四
　　　　～六十六(鞍手郡)、前掲「鞍手郡農事調査」、『福岡県勧業年報』第21・23回
　　　　1899・1902年版、および『福岡県統計書』各年版より作成。
　　２．農家戸数は専業・兼業の合計。カッコ内は福岡県の平均。
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鉱
夫
の
割
合
が
高
か
っ
た
の

で
あ
り
、
鉱
夫
の
構
成
は
異

な
っ
て
い
た)30

(

。

　

こ
う
し
た
通
勤
夫
の
多
く

は
、
雑
役
・
運
搬
な
ど
の
補

助
的
労
働
に
従
事
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
日
露
戦
後
の

鞍
手
郡
に
お
け
る
主
要
炭

鉱
の
通
勤
夫
の
割
合
を
示

し
た
の
が
、
表
10
で
あ
る
。

一
九
〇
六
年
と
一
〇
年
を
比

較
す
る
と
、
鉱
夫
数
・
通
勤

夫
数
と
も
に
若
干
の
増
減
が

み
ら
れ
る
が
、
一
〇
〇
〜

六
〇
〇
人
規
模
の
通
勤
夫
が

存
在
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、

三
井
本
洞
・
古
河
西
部
・
御

徳
海
軍
の
各
炭
鉱
で
は
通
勤

夫
の
割
合
が
比
較
的
高
か
っ
た
が
、
三
井
本
洞
が
五
六
・
一
％
か
ら
九
・
九
％
に
激
減

し
て
い
る
こ
と
、
室
木
に
つ
い
て
も
日
清
戦
後
と
比
べ
て
そ
の
割
合
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
古
河
西
部
を
は
じ
め
大
之

浦
・
新
入
・
明
治
炭
鉱
の
比
率
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
上
昇
し
て
い
た
。
日
露
戦
後
に

入
退
山
者
数
の
激
増
に
よ
り
鉱
夫
の
移
動
率
が
急
上
昇
す
る
と
、
通
勤
夫
の
雇
用
も

そ
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

日
清
戦
後
の
筑
豊
地
域
の
炭
鉱
に
お
い
て
は
「
農
閑
期
の
出
稼
坑
夫
や
近
傍
か
ら

の
通
勤
坑
夫
」
が
多
く
、
農
繁
期
に
な
る
と
出
炭
量
が
減
少
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ

た
。
同
戦
後
恐
慌
以
降
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
操
業
上
の
季
節
的
制
約
を
解
消
す
る

た
め
、
坑
夫
の
募
集
方
針
が
見
直
さ
れ
「
半
農
的
坑
夫
」
で
は
な
く
「
専
業
坑
夫
、

と
く
に
家
族
持
ち
坑
夫
」
に
重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た)28

(

。
た
だ
し
「
半
農
的

坑
夫
」
は
そ
の
後
も
存
続
す
る
の
で
あ
り
、
一
八
九
七
・
九
八
（
明
治
三
〇
・
三
一
）

年
の
鞍
手
郡
に
お
け
る
主
な
炭
鉱
の
鉱
夫
の
構
成
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た)29

(

。

　

新
入
炭
鉱
の
坑
夫
は
二
、二
八
九
人
を
数
え
た
が
、
こ
の
ほ
か
「
臨
時
日
役
に
従

事
す
る
も
の
及
ひ
運
炭
夫
等
を
合
す
れ
ば
此
の
み
に
て
も
五
六
百
人
」
と
な
り
、
納

屋
頭
・
大
工
な
ど
雇
員
七
八
五
人
を
加
え
れ
ば
、鉱
夫
数
は
三
、五
〇
〇
人
を
超
え
た
。

こ
の
「
五
六
百
人
」
の
多
く
は
付
近
の
農
村
か
ら
の
通
勤
鉱
夫
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、

全
鉱
夫
数
の
一
五
％
前
後
に
当
た
る
。
大
之
浦
の
菅
牟
田
坑
で
は
五
九
〇
人
の
「
坑

夫
中
の
八
九
分
は
其
の
家
族
」
を
有
す
る
者
で
あ
り
、
残
り
の
一
〇
〜
二
〇
％
が
通

勤
夫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
〇
一
年
に
三
井
の
所
有
と
な
る
本
洞
炭
鉱
の
坑
夫

四
三
〇
人
の
う
ち
「
納
屋
住
居
の
も
の
」
三
三
八
人
、「
近
村
よ
り
通
勤
す
る
も
の
」

九
二
人
で
あ
り
、
通
勤
夫
の
割
合
は
二
一
・
四
％
で
あ
っ
た
。

　

中
規
模
炭
鉱
に
つ
い
て
み
る
と
、
西
川
村
在
住
の
井
上
友
次
郎
が
経
営
す
る
三
笠

炭
鉱
で
は
、
坑
夫
二
六
〇
人
の
六
〇
〜
七
〇
％
は
「
附
近
の
農
民
を
募
集
し
」
て
い

た
し
、
同
村
の
室
木
炭
鉱
に
お
い
て
も
お
よ
そ
一
六
〇
人
の
坑
夫
の
う
ち
「
百
人
内

外
は
近
村
農
民
の
自
宅
よ
り
通
勤
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
坑
夫
数
約
三
二
〇
人
の

笠
松
炭
鉱
の
場
合
「
近
村
よ
り
出
稼
す
る
も
の
其
の
大
半
以
上
」
を
占
め
て
い
た
。

古
河
が
所
有
す
る
塩
頭
炭
鉱
の
坑
夫
数
は
七
〇
人
前
後
と
少
な
か
っ
た
が
「
其
の
六

分
通
り
は
他
地
方
の
出
稼
人
と
し
他
の
四
分
を
村
坑
夫
」
と
す
る
構
成
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
中
規
模
の
炭
鉱
は
、
大
規
模
炭
鉱
と
比
べ
て
周
辺
農
村
か
ら
通
勤
す
る

表10　鞍手郡における主要炭鉱の通勤夫の比率

炭鉱名（所在地）
１９０６年 １９１０年

鉱夫数
（Ａ）

通勤夫
（Ｂ） Ｂ／Ａ 鉱夫数

（Ｃ）
通勤夫
（Ｄ） Ｄ／Ｃ

１．大 之 浦　（宮田村）
２．満 之 浦　（笠松村）
３．新　　入　（新入村）
４． 三井本洞　（下境村）
５．明　　治　（勝野村）
６．古河西部　（勝野村）
７．御徳海軍　（勝野村）
８．木 屋 瀬　（木屋瀬町）
９．室　　木　（西川村）

人
4,552
1,579
4,477
1,228
3,647
2,782
1,117
491
？

人
155
114
440
689
304
589

　？
　？
　？

％
3.4
7.2
9.8

56.1
8.3

21.2
？
？
？

人
5,165

…
4,824
3,587
2,922
2,399
1,717
822
594

人
340
…

569
358
270
521
672
68
43

％
6.6
…

11.8
9.9
9.2

21.7
39.1
8.3
7.2

泫　１．農商務省編『鉱夫待遇事例』1908年　４・５・92・93頁、同省鉱山局編『鉱
　　　　夫調査概要』1913年　185頁、および同省同局編『本邦鉱業一斑』明治39年
　　　　版より作成。
　　２．1910年の大之浦炭鉱の数値は、満之浦炭鉱を含む。
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よ
そ
三
割
に
当
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

前
掲
表
７
で
み
た
よ
う
に
、
一
九
〇
九
年
に
お
け
る
鞍
手
郡
の
農
家
の
兼
業
率
は

五
〇
％
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
の
兼
業
農
家
一
、五
二
一
戸
・
一
一
、〇
〇
〇

人
の
う
ち
一
五
％
前
後
に
相
当
す
る
二
五
〇
戸
・
一
、三
八
〇
人
が
炭
鉱
労
働

に
従
事
し
て
い
た)33

(

。
第
一
次
大
戦
直
前
の
一
三
（
大
正
二
）
年
に
お
け
る
同
郡

の
農
家
の
兼
業
率
は
、
約
四
五
％
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た)34

(

。
こ
う
し
た

農
家
の
兼
業
率
の
高
さ
は
、
炭
鉱
の
「
半
農
的
坑
夫
」
の
比
率
と
関
連
し
て
い

た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

日
露
戦
後
期
に
お
い
て

も
、
採
炭
夫
を
中
心
と

す
る
鉱
夫
の
ほ
か
に
、

周
辺
の
農
村
か
ら
通
勤

す
る
「
半
農
的
坑
夫
」

が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

表
12
は
、
鞍
手
郡
に

お
け
る
税
種
別
の
金
額

を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
同
郡
の
国
税
額
で

は
、
地
租
・
酒
造
税
・

鉱
業
税
が
大
部
分
を
占

め
、
鉱
業
税
は
二
〇
％

前
後
と
高
い
比
率
を
示

し
て
い
た
。
県
税
は
地

　

日
露
戦
後
の
炭
鉱
の
状

況
を
記
し
た
表
11
か
ら
、

御
徳
海
軍
・
三
井
本
洞
・

大
之
浦
・
新
入
の
大
炭
鉱

と
そ
れ
以
外
の
中
小
炭
鉱

と
で
は
、
生
産
規
模
に
差

が
あ
っ
た
こ
と
は
歴
然
で

あ
る
。
石
炭
の
販
売
金
額

か
ら
採
鉱
経
費
を
差
引
い

た
収
支
額
が
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
の
は
、
木
屋
瀬
・
新
延
・

泉
水
・
新
入
・
室
木
・
西

川
旭
で
あ
り
中
小
炭
鉱
が

目
立
つ
。
ト
ン
当
た
り
の

採
鉱
費
を
み
る
と
、
木
屋

瀬
・
新
延
・
明
治
炭
鉱
が

と
り
わ
け
高
か
っ
た
。
収

支
額
・
ト
ン
当
た
り
採
鉱

費
と
も
に
芳
し
く
な
か
っ

た
木
屋
瀬
炭
鉱
は
、
新
た
に
高
谷
坑
を
開
坑
し
た
た
め
多
く
の
経
費
を
必
要
と
し

た
し
、
一
九
一
〇
年
八
月
か
ら
採
炭
を
開
始
し
た
新
延
炭
鉱
に
つ
い
て
は
、
採
鉱

費
の
三
分
の
一
を
「
坑
内
費
」
が
占
め
初
期
投
資
の
費
用
が
か
さ
ん
で
い
た
の
で

あ
っ
た)31

(

。
炭
鉱
労
働
者
と
そ
の
家
族
を
示
し
た
「
現
住
戸
数
」
と
「
現
住
人
口
」
は
、

一
〇
年
に
お
け
る
鞍
手
郡
の
現
住
戸
口
二
一
、四
〇
三
戸
・
一
〇
三
、八
六
三
人)32

(

の
お

表11　鞍手郡における炭鉱の状況（1908～10年の平均）
鉱区名（所在地） 坪　数 採炭量 採鉱費 設備投資額 現住戸数 現住人口

１. 木 屋 瀬（木屋瀬村）
２. 新　　延（西 川 村）
３. 御徳海軍（勝 野 村）
４. 三井本洞（勝 野 村）
５. 明　　治（下 境 村）
６. 大 之 浦（宮 田 村）
７. 泉　　水（西 川 村）
８. 新　　入（新 入 村）
９. 三　　笠（西 川 村）
10. 室　　木（西 川 村）
11. 西 川 旭（西 川 村）

　千坪
748
299
452

3,185
452

3,607
307

4,294
330
247
279

　　 千t
　　  6
　　  0.9
　  211
　  260
　   13
　  586
　　 15
　  419
　　 22
　　 42
　　 23

円／t
32.610
29.501
3.049
3.209

31.426
3.137
4.034
3.579
2.057
4.948
2.964

円
─
─
─
─
─

62,363
5,820

─
780

11,713
39,000

戸
159
65

324
1,208
366

2,122
80

2,280
68

212
75

人
398
237

1,674
5,098
1,775

10,627
134

7,508
264
994
405

合　　　計 14,200 　1,598 3.656 119,676 6,959 29,114
泫　１．前掲『福岡県鞍手郡是』、『筑豊五郡石炭採掘鉱区一覧』明治43年６月30日現在、
　　　　および『本邦鉱業一斑』明治42年版より作成。
　　２．現住戸数・人口は1910年末現在。
　　３．単位未満は四捨五入した。

表12　鞍手郡における国税・県税・町村税額の推移
税　　別 1897年度 1902年度 1907年度 1912年度

円　％ 円　％ 円　％ 円　％
国　税 157,565（100） 269,544（100） 456,823（100） 417,540（100）
　地　　　租 67,352（42.7） 87,055（32.3） 147,500（32.3） 134,070（32.1）
　酒　造　税 53,210（33.8） 106,056（39.3） 93,234（20.4） 99,672（23.9）
　鉱　業　税 28,105（17.8） 53,248（19.8） 106,943（23.4） 76,941（18.4）
県　税 37,333（100） 63,648（100） 93,705（100） 116,501（100）
　地　租　割 22,043（59.0）

　｝？

37,922（40.5） 44,852（38.5）
　戸　数　割 4,648（12.5） 18,029（19.2） 21,759（18.7）
　雑　種　税 4,922（13.2） 16,119（17.2） 21,409（18.4）
　営　業　税 5,037（13.5） 12,133（12.9） 12,823（11.0）
　鉱業税付加税 ─ 8,025（ 8.6） 9,760（  8.4）

町　村　税  133,623  182,982  194,686  270,725
泫　１．『福岡県統計書』各年版より作成。
　　２．単位未満は四捨五入した。
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と
が
わ
か
る
。
非
農
業
戸
数
は
一
九
〇
八
（
同

四
一
）
年
に
農
業
戸
数
の
約
四
倍
、
一
二
年
に

は
お
よ
そ
五
倍
と
な
っ
た
。
本
籍
戸
数
・
人
口

比
率
の
急
減
は
、
現
住
戸
口
の
急
激
な
増
加
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
「
砿
業

ノ
勃
興
ス
ル
ニ
及
ビ
多
数
他
県
ノ
下
流
民
（
労

働
者
）」
が
移
住
し
て
き
た
こ
と
が
主
な
原
因

で
あ
っ
た)37

(

。

　

流
入
者
の
多
く
を
占
め
る
労
働
者
は
「
概
シ

テ
礼
節
ニ
習
ハ
ス
驕
慢
奢
侈
ニ
シ
テ
信
義
公

徳
ヲ
重
セ
ズ
」
と
い
わ
れ
「
質
素
ヲ
旨
ト
シ
信

義
ヲ
重
ス
ル
」
地
域
住
民
も
「
人
情
軽
薄
ニ
流

レ
風
儀
廃（

マ
マ
）頽

」
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
新
入
村
で
は
一
九
〇
五
（
明
治

三
八
）
年
に
実
業
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
「
風

俗
ノ
改
善
」
を
目
的
と
し
た
新
入
実
業
夜
学
校

が
設
立
さ
れ
た)38

(

。
実
業
教
育
を
通
じ
て
村
内
の

風
紀
を
改
善
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
炭
鉱
労
働
者
の
振
る
舞
い
が
周
辺
住
民
に
か

な
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
「
独
特

の
生
活
・
労
働
慣
行
を
持
つ
」
炭
鉱
夫
は)39

(

、
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
も
た
ら
す
隣
人

と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

日
露
戦
後
の
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
お
け
る
同
村
の
職
業
別
戸
口
に
つ
い

て
は
、
農
業
・
雑
業
が
最
も
多
く
、
両
者
と
も
三
四
〜
三
七
％
と
ほ
ぼ
同
じ
比
率
で

あ
り
、
こ
れ
ら
に
次
ぐ
も
の
は
商
業
の
二
三
〜
二
四
％
で
あ
っ
た
。
農
業
は
「
古
来

租
割
・
戸
数
割
・
雑
種
税
の
三
者
で
七
割
を
超
え
、
日
露
戦
後
の
一
九
〇
六
（
明
治

三
九
）
年
度
か
ら
計
上
さ
れ
た
鉱
業
税
付
加
税
は
、
同
郡
の
県
税
全
体
の
一
〇
％
に

満
た
な
か
っ
た
。
国
税
の
鉱
業
税
と
比
べ
て
、
県
税
の
同
税
付
加
税
の
割
合
は
大
き

く
な
か
っ
た
が
、
炭
鉱
業
の
発
展
に
と
も
な
う
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
戸
数
割
が
増

え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
県
税
の
戸
数
割
と
鉱
業
税
付
加
税

を
合
わ
せ
れ
ば
、
同
郡
の
県
税
収
入
に
も
炭
鉱
業
の
影
響
が
現
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、鞍
手
郡
「
唯
一
ノ
特
産
物
」
で
あ
る
石
炭
に
大
き
く
依
存
し
た
地
域
に
は
、

炭
鉱
業
と
関
連
す
る
「
各
種
事
業
ノ
勃
興
」
も
み
ら
れ
た)35

(

。
た
と
え
ば
、
一
八
八
〇

年
代
後
半
以
降
、
直
方
町
を
中
心
に
勃
興
し
た
鉄
工
業
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

炭
鉱
業
の
機
械
化
は
新
た
に
炭
鉱
用
機
械
の
製
造
・
修
理
な
ど
の
需
要
を
生
み
出
し
、

新
し
い
事
業
機
会
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
連
産
業
で
あ
る
鉄
工

業
の
「
不
振
と
繁
栄
と
は
一
に
炭
界
の
景
況
」
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り)36

(

、
炭
鉱

業
の
影
響
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

⑵　

新
入
村

　
　

ａ
．
戸
数
・
人
口

　

鞍
手
郡
新
入
村
は
郡
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
方
に
は
直
方
町
、
西
方
に
は

西
川
村
が
隣
接
し
て
い
た
。
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
四
月
に
町
村
制
が
施
行
さ

れ
、
上
新
入
・
下
新
入
・
知
古
村
の
合
併
に
よ
り
新
入
村
が
誕
生
し
た
。
三
菱
が

同
年
に
取
得
し
た
新
入
炭
鉱
は
、
同
郡
だ
け
で
な
く
国
内
で
も
有
数
の
炭
鉱
で
あ
っ

た
（
前
掲
表
１
・
２
・
11
参
照
）。
同
村
に
お
け
る
戸
数
・
人
口
の
推
移
を
示
し
た
表

13
か
ら
、
戸
口
は
三
菱
に
よ
る
新
入
炭
鉱
の
開
発
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
一
八
九
〇

年
以
降
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
非
農
業
戸
数
も
急
速
に
増
え
た
こ

表13　新入村における戸口の推移

年次

戸　　数 人　　口

Ａ/Ｂ Ｃ/Ｂ Ｄ/Ｂ Ｅ/Ｆ本籍
（Ａ）

現住
（Ｂ）

農業
（Ｃ）

非農
業

（Ｄ）

本籍
（Ｅ）

現住
（Ｆ）

     戸
313
519
642
715

     戸
  343
  619
1,581
1,845

     戸
313
361
298
311

     戸
   30
  258
1,283
1,534

     人
  939
2,324
3,759
4,205

     人
1,029
2,774
6,303
7,260

     ％
91.3
83.8
40.6
38.8

     ％
91.3
58.3
18.8
16.9

     ％
  8.7
 41.7
 81.2
 83.1

     ％
91.3
83.8
59.6
57.9

1890
1899
1908
1912

泫　１．福岡県農会『福岡県農村経済調査』1915年より作成。
　　２．単位未満は四捨五入した。
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た
り
の
金
額
で
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
農
業
が
他
の
業
種
よ
り
も
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
雑
業
に
含
ま
れ
て
い
る
炭
鉱
労
働
の
一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
農
業
の
二
倍
・

商
業
の
三
倍
以
上
で
あ
っ
た
。
同
村
と
そ
の
周
辺
に
炭
鉱
が
点
在
し
て
い
た
た
め

「
諸
般
ノ
雑
業
ニ
富
ミ
…
之
レ
ニ
依
リ
テ
生
活
ヲ
営
ム
モ
ノ
」
は
、
二
四
四
戸
・
一
、

〇
七
三
人
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
農
民
が
余
業
と
し
て
「
雑
業
ニ
従
事

ス
ル
モ
ノ
」
も
多
く
、
雑
業
層
と
こ
う
し
た
農
民
が
得
る
収
入
は
年
間
七
万
円
以
上

に
達
し
て
い
た
。
商
業
に
関
し
て
は
「
鉱
業
ノ
盛
ナ
ル
ニ
随
ヒ
労
働
者
ノ
来
住
頗
ル

増
加
シ
為
ニ
飲
食
物
ヲ
主
ト
シ
其
他
商
品
ノ
売
レ
行
キ
最
モ
能
ク
」
と
い
わ
れ
、
商

業
者
は
炭
鉱
業
の
も
た
ら
す
恩
恵
に
浴
し
て
い
た)42

(

。

　

消
費
額
で
は
「
食
品
」
が
六
割
近
く
を
占
め
「
雑
品
」「
衣
住
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約

二
割
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
構
成
は
「
農
業
及
労
働
者
其
大
部
分
ヲ
占

ム
ル
」
た
め
「
衣
住
」
よ
り
も
「
食
品
」
の
支
出
額
が
多
く
、
食
費
が
大
き
な
比
重

を
占
め
る
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
年
次
は
若
干
ず
れ
る
が
、
同
郡

西
川
村
の
一
九
〇
四
〜
〇
六
年
の
三
ヵ
年
平
均
と
比
較
し
て
み
る
と
、
同
村
の
消
費

価
額
の
う
ち
七
〇
％
が
「
食
品
」
で
あ
り
、
食
費
の
支
出
額
・
割
合
と
も
新
入
村
を

上
回
っ
て
い
た
。
一
戸
当
た
り
お
よ
び
一
人
当
た
り
の
消
費
額
で
は
、
西
川
村
は
そ

れ
ぞ
れ
二
七
八
円
六
二
銭
六
厘
、
四
九
円
九
四
銭
二
厘
で
あ
り)43

(

、
新
入
村
の
金
額
が

二
〜
三
割
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
度
の
鞍
手
郡
に
お
け
る
所
得
税

納
付
額
を
み
る
と)44

(

、
新
入
・
西
川
両
村
の
納
付
人
員
は
と
も
に
四
七
名
で
あ
る
が
、

一
人
当
た
り
の
金
額
に
つ
い
て
は
新
入
村
五
九
三
円
三
銭
八
厘
、
西
川
村
四
一
八
円

六
五
銭
一
厘
と
、
一
七
四
円
あ
ま
り
の
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
の
町
村
で
は
、
直

方
町
七
七
一
円
七
四
銭
七
厘
・
下
境
村
八
三
〇
円
三
二
銭
二
厘
・
勝
野
村
六
二
三
円

一
五
銭
三
厘
・
宮
田
村
三
九
八
円
八
五
銭
二
厘
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
所
得
税
の
納

本
村
ノ
主
ナ
ル
職
業
」
で
あ
り
、
雑
業
の
「
主
ナ
ル
モ
ノ
ハ
炭
坑
稼
」
で
あ
っ
た
。

農
民
の
う
ち
小
作
農
は
、
農
業
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
た
め
炭
鉱
労
働
そ
の
他
の

雑
業
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
雑
業
に
含
ま
れ
て
い
る
炭
鉱
労
働
者
は

「
貯
蓄
心
ニ
乏
シ
ク
」
ひ
と
た
び
炭
鉱
業
が
不
振
に
陥
る
と
「
忽
チ
生
計
上
ニ
影
響

ヲ
及
ホ
」
す
こ
と
と
な
っ
た
。
商
業
に
つ
い
て
は
「
附
近
炭
坑
者
ヲ
顧
客
ト
シ
専
ラ

日
用
品
ノ
供
給
」
を
行
い
、
小
規
模
な
が
ら
も
活
況
で
あ
っ
た
た
め
「
他
町
村
ヨ
リ

転
入
シ
テ
商
業
ヲ
営
ム
者
」
が
増
え
て
い
た)40

(

。

　

炭
鉱
業
が
拡
大
す
る
に
と
も
な
っ
て
新
入
村
の
戸
数
・
人
口
が
急
増
し
、
炭
鉱
労

働
・
小
売
業
な
ど
の
就
業
機
会
が
も
た
ら
さ
れ
た)41

(

。
こ
う
し
た
地
域
へ
の
経
済
的
効

果
の
ほ
か
、
他
地
域
か
ら
の
流
入
者
が
村
民
の
生
活
習
慣
に
与
え
た
影
響
も
決
し
て

小
さ
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

ｂ
．
生
産
・
消
費
の
構
成

　

表
14
に
よ
っ

て
新
入
村
の

生
産
額
を
み
る

と
、
職
業
別
戸

口
と
同
様
に
農

業
・
雑
業
・
商

業
の
構
成
比
が

高
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
三

業
種
を
一
戸
当

た
り
・
一
人
当
表14　新入村における生産・消費価額（1906年）

業　種 価　　額 １戸当たり １人当たり
【生産】 円　  ％ 円 円
a. 農　業  125,557（47.6） 484.774 94.191
b. 工　業    1,532（ 0.6） 127.671 23.570
c. 商　業   45,855（17.4） 259.066 54.459
d. 艜　業    6,000（ 2.3） 333.333 54.217
e. 雑　業 　84,870（32.2） 323.931 69.338
　　炭鉱   33,256（12.6） ─　 188.955
合　計 263,877（ 100） 362.469 74.206

【消費】
f . 食　品 129,165（58.2） 177.424 36.323
g. 衣　住 39,527（17.8） 54.296 11.116
　　衣類 18,860（ 8.5） 25.906 5.304
h. 雑　品 41,934（18.9） 57.602 11.792
i . 肥　料 11,383（  5.1） 15.636 3.201
合　計 222,009（ 100） 304.958 62.432

泫　１．『福岡県鞍手郡新入村是』1908年より作成。
　　２．生産価額の合計には、その他が含まれている。
　　　　同価額の「１戸当たり」「１人当たり」は、各業
　　　　種の戸口で算出した。
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炭
鉱
夫
に
転
じ
た
者
も
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
同
村
に
お
け
る
田
畑
の
耕
地
面
積

は
減
少
し
、
特
に
畑
地
の
減
少
ぶ
り
が
大
き
く
地
価
も
下
が
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ

と
は
対
照
的
に
、
宅
地
の
面
積
は
増
加
し
そ
の
地
価
は
日
露
戦
後
に
急
上
昇
し
た
。

炭
鉱
・
商
業
者
の
需
要
が
多
か
っ
た
宅
地
は
、
と
り
わ
け
炭
鉱
業
の
動
向
に
影
響
さ

れ
て
い
た
。
炭
鉱
が
「
不
況
ニ
陥
ル
時
ハ
忽
チ
附
近
居
住
宅
ニ
不
況
ヲ
来
シ
宅
地

料
貸
家
料
共
大
変
動
」

に
見
舞
わ
れ
、
廃
坑

に
な
る
と
「
己
前
ノ

畑
ハ
山
林
原
野
」
に

一
変
す
る
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
で
あ
っ
た)47

(

。

　

新
入
村
の
農
家
戸

数
の
三
分
の
二
近
く

を
占
め
る
小
作
農
の

家
計
状
況
が
、
表
15

に
示
さ
れ
て
い
る
。

物
価
の
変
動
も
考
慮

に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
の
、
同

表
に
よ
る
と
、
収
入

額
・
支
出
額
と
も
に

年
々
増
加
し
て
い
る
。
収
入
の
ほ
と
ん
ど
は
「
農
業
収
入
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
労

働
賃
金
」
も
着
実
に
増
え
て
い
た
。
農
外
収
入
で
あ
る
「
労
働
賃
金
」
が
得
ら
れ
な

け
れ
ば
、
家
計
収
支
は
一
八
九
〇
年
を
除
い
て
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
の
で
あ
り
、
小

付
額
か
ら
、
新
入
・
西
川
両
村
民
の
所
得
に
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
差
が
消
費
価
額
に
も
現
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
消
費
支
出
額
と
構
成

に
み
ら
れ
た
相
違
は
、両
村
の
経
済
状
況
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
露
戦
後
の
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
お
け
る
新
入
村
の
農
家
の
家
計
支
出

を
み
る
と
、
大
地
主
の
支
出
額
が
三
、五
九
八
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
自
作
農
・

小
作
農
は
そ
れ
ぞ
れ
四
三
〇
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
大
地
主
と
小
作
農
の
支
出
額
の

差
は
、
一
八
九
〇
（
同
二
三
）
年
に
一
、二
二
八
円
で
あ
っ
た
が
、
九
九
（
同
三
二
）

年
に
二
、二
五
三
円
、
一
二
（
大
正
元
）
年
に
は
三
、六
七
四
円
に
ま
で
広
が
っ
た)45

(

。

消
費
支
出
に
お
け
る
大
き
な
階
層
間
格
差
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
格
差

は
年
々
拡
大
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
業
種
に
よ
る
生
産
価
額
の
差
と
し
て
の
農
鉱
間

格
差
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

如
上
の
よ
う
に
、
新
入
村
の
生
産
・
消
費
額
の
構
成
か
ら
炭
鉱
業
の
も
た
ら
し
た

影
響
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
農
業
・
雑
業
・
商
業
は
炭
鉱
業
の
影
響
を
少

な
か
ら
ず
受
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
特
に
「
村
ノ
経
済
上
裨
益
ス
ル
所
大
ナ
リ
」
と

い
わ
れ
て
い
た
雑
業
の
中
心
が)46

(

、
炭
鉱
労
働
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
ご

と
く
で
あ
る
。
同
村
の
生
産
・
消
費
価
額
に
は
、炭
鉱
業
の
影
響
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

ｃ
．
地
域
と
炭
鉱

　

前
掲
表
13
で
み
た
よ
う
に
、新
入
村
の
農
業
戸
数
は
増
減
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
「
農
事
ノ
状
態
ニ
付
テ
ハ
炭
坑
所
在
地
ナ
ル
ガ
故
盛
衰
変
動
ア
ル
ハ
勢
免
レ

ザ
ル
」
た
め
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
は
炭
鉱
労
働

の
賃
金
が
上
昇
し
た
た
め
、
農
業
の
雇
用
労
働
者
と
の
間
に
賃
金
格
差
が
生
じ
「
地

主
ニ
返
地
ス
ル
」
小
作
人
が
続
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
な
か
に
は,

専
業
の

表15　新入村における小作農の家計
項　目 1890年 1899年 1908年 1912年

収　入 円  　 ％ 円  　 ％ 円  　％ 円  　％
　農業収入 171（96.6）  249（94.7）  403（93.1）  657（94.9）
　労働賃金 5（ 2.8）   12（  4.6）   25（  5.8）   28（ 4.0）
　その他 1　　　 2　　　 5　　　 7　　　
　合　計 177（100）  263（100）  433（100）  692（100）
支　出 　　円　 ％ 　　円　 ％ 　　円　 ％ 　　円　 ％
　飲食費 66（38.8）  111（42.4）  179（41.6）  288（42.2）
　小作料 68（40.0）   98（37.4）  149（34.7）  252（36.9）
　衣　類 8　　　 12　　　 15　　　 16　　　
　肥　料 2　　　 8　　　   20（ 4.7）   35（ 5.1）
　その他 26　　　 33　　　 67　　　 92　　　
　合　計 170（100）  262（100）  430（100）  683（100）
差引収支 7　　　 1　　　 3　　　 9　　　
小作料率 　　　　％ 　　　　％ 　　　　％ 　　　　％
　田　地 39.6 42.1 44.7 46.7

泫　１．福岡県農会『福岡県農村経済調査』1915年より作成。
　　２．表中の「小作料率」は、小作料／収穫量で算出した。
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し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
日
露
戦
後
の
時
期
に
お
い
て
も
、
運
搬
・
雑
業
な
ど
の
不

熟
練
労
働
の
需
要
が
存
在
し
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
農
民
た
ち
は
炭
鉱
労
働
に
従

事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

表
16
は
、一
九
一
三
年
に
お
け
る
新
入
村
の
村
議
会
議
員
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

同
表
を
み
る
と
、
元
村
長
・
元
助
役
・
元
収
入
役
・
郡
議
会
議
員
な
ど
地
域
で
活
動

す
る
政
治
家
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
う
し
た
議
員
の
な
か
に
、
炭
鉱
関
係
者
が

見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

炭
鉱
開
発
が
本
格
化
す
る
明
治
後
期
以
降
、
新
入
炭
鉱
な
ど
周
辺
の
炭
鉱
が
も
た
ら

す
経
済
的
な
波
及
効
果
に
よ
っ
て
、
新
入
村
の
地
域
経
済
は
炭
鉱
と
の
結
び
付
き
を

強
め
て
い
た
が
、
政
治
的
な
関
係
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
炭
鉱
と
地

域
経
済
と
の
関
係
に
は
政
治
的
な
要
因
は
ほ
と
ん
ど
影
響
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。

四　

お
わ
り
に

　

以
上
、
炭
鉱
開
発
が
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
か
、

に
つ
い
て
鞍
手
郡
と
同
郡
新
入
村
を
事
例
に
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
明
ら
か
と

な
っ
た
事
実
関
係
を
ふ
ま
え
て
そ
の
経
済
的
特
徴
を
、
い
わ
ゆ
る
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」
の
側
面
か
ら
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

炭
鉱
開
発
が
本
格
化
す
る
一
八
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
筑
豊
の
地
域
経
済
は
大
き

く
変
貌
し
て
い
っ
た
。
炭
鉱
業
が
拡
大
す
る
に
と
も
な
い
、
人
口
増
加
が
顕
著
と
な

り
農
業
中
心
で
あ
っ
た
地
域
に
炭
鉱
業
と
そ
の
関
連
の
就
業
機
会
が
創
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
就
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
現
金
収
入
は
農
民
ら
地
域
住
民
の
家
計
を

支
え
、
炭
鉱
労
働
者
の
比
較
的
高
い
賃
金
は
購
買
力
と
な
っ
て
消
費
を
拡
大
さ
せ
て

作
農
に
と
っ
て
炭
鉱
を
中
心
と
す
る
「
労
働
賃
金
」
は
重
要
な
現
金
収
入
源
で
あ
っ

た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
農
業
だ
け
で
は
生
計
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

「
炭
坑
稼
其
他
ノ
雑
業
ニ
従
事
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た)48

(

。
支
出
額
で
は
、「
飲

食
費
」
に
次
い
で
「
小
作
料
」
の
金
額
が
多
く
そ
の
比
率
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

田
地
の
小
作
料
率
は
上
昇
し
て
お
り
数
量
ベ
ー
ス
で
小
作
料
の
負
担
は
増
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、炭
鉱
労
働
は
農
民
の
家
計
を
補
う
も
の
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）

年
に
お
け
る
新
入
村
の

農
業
の
兼
業
率
は
、
戸
数

で
一
九
・
七
％
、
人
員
で

は
一
八
・
四
％
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
〇
七
年
に
お
け
る

西
川
村
の
農
業
の
兼
業
率

（
戸
数
五
五
・
八
％
・
人
員

五
三
・
四
％
）
と
比
べ
る

と
、
西
川
村
の
方
が
か
な

り
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る)49

(

。
こ
の
兼
業
率
の
差
異

は
、
前
述
し
た
大
規
模
炭

鉱
で
あ
る
新
入
炭
鉱
と
中

小
の
三
笠
・
室
木
炭
鉱
な

ど
と
の
通
勤
鉱
夫
の
割
合

の
差
異
と
同
じ
傾
向
を
示

表16　新入村における村議会議員（1913年）
氏　　名 備　　　　　考

１．青柳　郁次郎 県議会議員、のちに衆議院議員、鞍手搾乳会社社長
２．青柳　節造 前村長、のちに郡議会議長
３．青柳　修一 元村長、郡議会議員・参事会員
４．青柳　實太郎 商業組合長、元尋常小学校教員
５．磯辺　伴六 村農会議員
６．森田　万太郎 元村長、元郡議会議員
７．向野　齊 元助役、のちに村長
８．田代　秀吉 元収入役、村農会議員
９．田代　信次郎 在郷軍人分会長
10．緒方　卯太郎
11．田代　英之助
12．辻　　常三
13．栗原　重太郎 米穀商、村消防組織委員
14．寒竹　延太郎
15．岸本　松次郎 鞍手搾乳会社取締役兼支配人、のちに郡議会議員
16．栗原　百太郎 元収入役

泫　1913年７月14日付『福岡日日新聞』付録の「福岡県自治体一覧」、『旧新入村誌』1928年、
　　および『鞍手郡誌』復刻版　1986年（原典は1934年）による。
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の
構
成
か
ら
み
て
炭
鉱
企
業
が
村
議
会
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

炭
鉱
開
発
に
よ
っ
て
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」
と
い
っ
た
地
域
に
お
け
る
資
源

の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
、
炭
鉱
依
存
型
の
地
域
経
済
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
農

業
中
心
か
ら
炭
鉱
業
中
心
へ
と
移
行
し
て
い
く
過
程
で
、
当
該
地
域
に
経
済
的
利
益

が
も
た
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
重
層
的
な
格
差
構
造
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た

地
域
経
済
の
あ
り
方
は
、
炭
鉱
事
業
の
拡
大
・
縮
小
に
よ
る
影
響
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
炭
鉱
経
営
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
も
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る)51

(

。
注

（
１
）　

川
崎
茂
『
日
本
の
鉱
山
集
落
』
大
明
堂　

一
九
七
三
年　

三
五
〜
三
七
頁
。

以
下
の
記
述
は
、
序
論
を
参
照
し
た
。

（
２
）　
『
同
前
』
二
一
頁
。

（
３
）　
『
福
岡
県
史
』
通
史
編　

近
代　

産
業
経
済
㈠  

二
〇
〇
三
年　

一
三
九
〜

一
四
二
・
一
六
二
〜
一
六
六
頁
に
よ
る
。
明
治
初
期
の
福
岡
県
で
は「
福
岡
坑
法
」

と
呼
ば
れ
る
独
自
の
鉱
業
上
の
法
規
が
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
（
一
六
三
頁
）。

（
４
）
以
上
は
、
荻
野
喜
弘
『
筑
豊
炭
鉱
労
資
関
係
史
』
九
州
大
学
出
版
会　

一
九
九
三
年　

一
四
〜
一
九
頁
。

（
５
）　

以
上
、
鉱
業
法
制
の
展
開
に
関
す
る
記
述
・
引
用
は
、
武
田
晴
人
『
日
本
産

銅
業
史
』
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
七
年　

五
〜
七
・
五
一
頁
に
よ
る
。

（
６
）　

前
掲
『
福
岡
県
史
』
通
史
編　

近
代　

産
業
経
済
㈠ 　

二
一
八
頁
。

い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
鞍
手
郡
で
は
、
人
口
増
加
に
よ
り
消
費
市
場
が

拡
大
し
、
自
給
し
て
い
た
消
費
物
資
や
米
穀
の
よ
う
に
そ
れ
ま
で
移
出
品
で
あ
っ
た

も
の
が
移
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。人
口
の
増
加
と
と
も
に
拡
大
し
た
炭
鉱
業
は
、

戸
数
割
・
鉱
業
税
付
加
税
と
い
っ
た
同
郡
の
県
税
収
入
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
炭
鉱
業
の
発
展
は
、
人
の
移
動
と
と
も
に
地
域
経
済
に
新
た
な
貨
幣
と
物

資
の
流
れ
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

消
費
市
場
の
拡
大
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
農
鉱
間
の
所
得
格
差
は
、
松
方
デ
フ

レ
期
以
降
顕
著
と
な
っ
た
農
民
の
階
層
間
格
差
を
含
ん
で
い
た
。
農
鉱
間
格
差
・
階

層
間
格
差
の
ほ
か
地
域
間
の
所
得
格
差
も
存
在
し
、
こ
う
し
た
重
層
的
な
格
差
構
造

は
、
筑
豊
炭
鉱
夫
の
三
層
か
ら
成
る
労
働
力
市
場
の
う
ち
主
に
不
熟
練
鉱
夫
の
市
場

と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
中
小
炭
鉱
が
多
い
西
川
村
と
大
資
本
が
経
営
す

る
炭
鉱
を
か
か
え
る
新
入
村
に
お
け
る
兼
業
率
の
差
は
、
両
村
の
所
得
格
差
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
り
、
周
辺
の
農
村
に
不
熟
練
労
働
力
の
市
場
が
広
く
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
炭
鉱
業
の
発
展
に
よ
り
大
消
費
地
と
な
っ
た
鞍
手

郡
で
は
、
経
済
的
格
差
の
拡
大
が
不
熟
練
労
働
力
の
市
場
と
結
び
つ
き
な
が
ら
進
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

県
内
外
か
ら
の
流
入
し
て
き
た
炭
鉱
労
働
者
と
直
接
交
わ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
周
辺
住
民
に
と
っ
て
、
独
特
の
雰
囲
気
を
も
つ
炭
鉱
夫
の
言
動
は
地
域
住
民

の
生
活
観
・
人
間
関
係
の
あ
り
方
と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
さ
せ
る
に
充
分
な
も
の
で

あ
っ
た
。
鞍
手
郡
で
は
炭
鉱
夫
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
好
ま
し
く
な
い
影

響
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
「
彼
等
社
会
ノ
改
善
ヲ
図
ラ
ン
ト
」
す
る
「
訓
育
的
施
設
」

の
設
置
が
望
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る)50

(

。
新
入
村
に
お
い
て
も
同
様
の
事
情
か
ら
、
実

業
夜
学
校
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
上
の
地

域
経
済
お
よ
び
地
域
住
民
へ
の
影
響
と
対
照
的
で
あ
る
が
、
新
入
村
の
村
議
会
議
員
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送
が
「
筑
豊
産
炭
地
域
へ
も
向
か
っ
て
い
る
点
も
、
九
州
内
部
に
お
け
る
域
内

米
穀
市
場
の
形
成
を
示
す
も
の
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
福
岡
県
史
』

通
史
編　

近
代　

産
業
経
済
㈠　

一
三
四
五
頁
）。

（
23
）　

前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
四
六
頁
、お
よ
び
前
掲
『
鞍
手
郡
誌
』
七
六
一
頁
。

（
24
）　

前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
七
六
・
一
六
二
頁
。

（
25
）　
『
同
前
』二
三
三
頁
。
一
八
九
九
年
六
月
三
〇
日
付『
門
司
新
報
』の
記
事「
鞍

手
郡
通
信
」
に
は
「
炭
況
不
振
の
影
響
他
の
景
気
に
及
ぼ
す
は
筑
豊
全
体
多
少

免
れ
ざ
る
事
な
る
が
特
に
本
郡
は
其
影
響
を
蒙
る
甚
し
く
…
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。

（
26
）　
「
鞍
手
郡
農
事
調
書
」（
長
幸
男
・
正
田
健
一
郎
監
修
、
大
橋
博
編
『
明

治
中
期
産
業
運
動
資
料
』
第
一
四
巻
⑵　

福
岡
県
Ⅱ　

日
本
経
済
評
論
社　

一
九
八
〇
年　

所
収
）
二
六
四
頁
、「
田
川
郡
農
事
調
書
」（『
同
前
』
第
一
四

巻
⑷　

福
岡
県
Ⅳ　

所
収
）
四
〇
四
頁
、お
よ
び
「
穂
波
郡
農
事
調
書
」（『
同
前
』

第
一
四
巻
⑵　

福
岡
県
Ⅱ　

所
収
）
四
一
〇
頁
。

（
27
）　

た
と
え
ば
、
遠
賀
郡
で
は
炭
鉱
業
の
発
展
に
よ
っ
て
「
細
民
競
ふ
て
運
炭
業

又
は
坑
業
稼
に
従
事
し
小
作
人
及
耕（

マ
マ
）夫

に
不
足
を
告
げ
農
事
の
改
良
は
殆
ん
ど

行
は
れ
ざ
る
に
至
れ
り
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
（
一
八
九
六
年
八
月
二
五
日

付
『
門
司
新
報
』
の
記
事
「
遠
賀
郡
の
輸
出
物
産
」）。
さ
ら
に
こ
の
記
事
で
は
、

米
の
販
路
は
「
十
数
年
と
異
な
り
砿
業
の
盛
大
に
従
ひ
郡
内
に
て
過
半
は
売
捌

の
道
を
得
て
…
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
28
）
前
掲
『
筑
豊
炭
鉱
労
資
関
係
史
』
一
〇
七
頁
。
な
お
、
一
九
〇
八
年
一
二
月

一
一
日
付
『
門
司
新
報
』
の
記
事
「
筑
豊
炭
の
現
状
」
も
参
照
。

（
29
）
以
下
は
、高
野
江
基
太
郎
『
筑
豊
炭
礦
誌
』
復
刻
版　

文
献
出
版　

一
九
七
五
年
（
原

典
は
一
八
九
八
年
）
三
〇
五
･
三
一
八
･
三
二
五
･
四
〇
三
･
四
一
二
･
四
一
三

（
７
）　

以
上
、
鉱
業
法
に
関
し
て
は
、
和
田
維
四
郎
「
鉱
業
法
ノ
論
評
」『
日
本
鉱

業
会
誌
』
第
二
四
一
号　

一
九
〇
五
年
、
石
村
善
助
『
鉱
業
権
の
研
究
』
勁
草

書
房　

一
九
六
〇
年　

第
五
章
第
一
節
、
お
よ
び
前
掲
『
福
岡
県
史
』
通
史
編

　

近
代　

産
業
経
済
㈠　

二
六
二
〜
二
六
四
頁
を
参
照
。

（
８
）　

前
掲
『
福
岡
県
史
』
通
史
編　

近
代　

産
業
経
済
㈠　

三
六
頁
。

（
９
）　
『
福
岡
県
史
』
通
史
編　

近
代　

産
業
経
済
㈡　

二
〇
〇
〇
年　

一
三
四
〜

一
三
六
頁
。

（
10
）　
『
福
岡
県
勧
業
年
報
』
第
四
回　

一
八
八
一
年　

九
八
頁
。

（
11
）　

前
掲
『
筑
豊
炭
鉱
労
資
関
係
史
』
七
七
頁
を
参
照
。

（
12
）　
『
福
岡
県
統
計
書
』
明
治
三
〇
年
版
に
よ
る
。

（
13
）　

前
掲
『
筑
豊
炭
鉱
労
資
関
係
史
』
一
一
二
頁
。

（
14
）　
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
一
九
一
一
年　

四
頁
。

（
15
）　

前
掲
『
福
岡
県
史
』
通
史
編　

近
代　

産
業
経
済
㈠　

二
五
六
頁
。
な
お
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
筑
豊
興
業
鉄
道
が
若
松
・
直
方
間
で
開
通
し
、

日
清
・
日
露
戦
間
期
に
陸
運
に
よ
る
石
炭
輸
送
量
が
水
運
を
上
回
っ
て
い
っ
た

（
同
頁
）。

（
16
）　
（
18
）
前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
六
頁
。

（
17
）　

前
掲
『
筑
豊
炭
鉱
労
資
関
係
史
』
七
九
頁
。

（
19
）　

安
西
政
雄
編
『
遠
賀
郡
是
』
復
刻
版　

今
井
書
店　

一
九
七
九
年
（
原
典
は

一
九
一
二
年
）
一
三
〇
頁
。

（
20
）　

前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
八
九
頁
。

（
21
）　

鞍
手
郡
教
育
会
編
『
鞍
手
郡
誌
』
復
刻
版　

臨
川
書
店　

一
九
八
六
年
（
原

典
は
一
九
三
四
年
）
八
六
四
頁
。

（
22
）　
『
福
岡
県
統
計
書
』
明
治
三
五
年
版
に
よ
る
。
ま
た
、
鉄
道
に
よ
る
米
の
輸
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門
司
市
・
若
松
町
に
つ
い
て
も
「
諸
炭
坑
の
発
展
が
、
門
司
若
松
の
出
来

た
大
原
因
で
あ
り
、
尚
ほ
今
後
も
是
等
二
港
の
盛
衰
が
、
諸
炭
坑
の
盛
衰
に
依

て
支
配
さ
れ
て
行
く
べ
き
事
は
、
争
ふ
こ
と
の
出
来
ぬ
事
実
で
あ
る
…
」
と
あ

る
よ
う
に
、事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
（
一
九
一
〇
年
一
月
一
日
付
『
門
司
新
報
』

の
記
事
「
筑
豊
炭
坑
と
筑
豊
地
方
の
関
係
」）。

（
37
）　
（
38
）『
福
岡
県
鞍
手
郡
新
入
村
是
』「
将
来
ノ
部
」
一
九
〇
八
年　

二
頁
。

ま
た
、
和
田
泰
光
『
旧
新
入
村
誌
』
筑
豊
之
実
業
社　

一
九
二
八
年　

一
八
頁

も
参
照
。

（
39
）　

市
原
博
『
炭
鉱
の
労
働
社
会
史
―
日
本
の
伝
統
的
労
働
・
社
会
秩
序
と
管

理
―
』
多
賀
出
版　

一
九
九
七
年　

三
〇
頁
。

（
40
）　

以
上
は
、
前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
新
入
村
是
』「
現
況
ノ
部
」
四
・
五
・
三
六

頁
よ
り
引
用
・
算
出
。

（
41
）　

三
井
が
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
開
坑
・
操
業
を
開
始
し
た
嘉
穂
郡

の
山
野
第
一
坑
・
第
二
坑
の
付
近
に
お
い
て
も
「
下
民
の
稼
業
殖
へ
た
る
為

め
一
般
に
生
活
向
き
宜
し
き
方
に
て
…
炭
坑
の
事
業
進
む
と
共
に
他
方
よ
り

入
込
む
も
の
多
く
小
店
の
開
業
亦
た
追
々
増
加
せ
り
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

（
一
八
九
九
年
五
月
一
六
日
付
『
門
司
新
報
』
の
記
事
「
嘉
穂
郡
通
信
」）。

（
42
）　

以
上
の
引
用
・
記
述
は
、
前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
新
入
村
是
』「
現
況
ノ
部
」

三
三
頁
、
お
よ
び
「
将
来
ノ
部
」
一
六
頁
。

（
43
）　

以
上
は
『
同
前
』「
現
況
ノ
部
」
四
三
頁
、
お
よ
び
『
福
岡
県
鞍
手
郡
西
川

村
是
』「
現
況
ノ
部
」
一
九
〇
八
年　

三
四
頁
に
よ
る
。

（
44
）　

一
九
〇
一
年
八
月
一
〇
日
付
『
門
司
新
報
』
の
記
事
「
鞍
手
郡
所
得
税
納

付
人
員
」
よ
り
算
出
。

（
45
）　

福
岡
県
農
会
『
福
岡
県
農
村
経
済
調
査
』
一
九
一
四
年　

四
六
・
五
〇
・
五
三

･
四
二
六
頁
。
ま
た
、
一
九
〇
七
年
六
月
の
二
瀬
炭
鉱
（
嘉
穂
郡
）
に
お
い
て

は
「
不
熟
練
労
働
者
が
多
い
と
み
ら
れ
る
土
着
者
が
全
体
の
一
七
・
〇
％
も
あ

り
、
こ
れ
を
含
め
て
福
岡
県
が
五
七
・
〇
％
と
過
半
を
し
め
」
て
い
た
。
日
清

戦
後
の
筑
豊
炭
鉱
夫
の
労
働
力
市
場
は
「
炭
鉱
所
在
地
を
中
心
に
主
と
し
て
通

勤
範
囲
を
限
度
と
す
る
不
熟
練
鉱
夫
の
労
働
市
場
、
主
に
北
部
九
州
に
限
定
さ

れ
た
熟
練
職
工
な
ど
の
労
働
市
場
、
さ
ら
に
北
部
九
州
、
瀬
戸
内
地
方
へ
と
広

が
る
坑
夫
労
働
市
場
と
い
う
三
層
の
労
働
市
場
」
か
ら
成
っ
て
い
た
と
、
論
じ

ら
れ
て
い
る
（
以
上
は
、
前
掲
『
筑
豊
炭
鉱
労
資
関
係
史
』
一
〇
四
頁
）。

（
30
）　

明
治
中
・
後
期
以
降
の
筑
豊
炭
鉱
業
は
、
大
規
模
炭
鉱
と
零
細
炭
鉱
が
並
存

す
る
「
二
重
構
造
下
で
複
雑
な
発
展
を
遂
げ
て
」
い
っ
た
の
で
あ
り
、
前
者
で

は
「
広
島
、
愛
媛
、
岡
山
、
大
分
、
長
崎
を
は
じ
め
と
す
る
西
日
本
各
県
か
ら

の
出
稼
坑
夫
」
が
多
く
「
零
細
炭
坑
で
は
、
近
傍
農
村
か
ら
の
出
稼
者
い
わ
ゆ

る
村
坑
夫
が
主
体
で
あ
っ
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
田
中
直
樹
『
近
代

日
本
炭
礦
労
働
史
研
究
』
草
風
館　

一
九
八
四
年　

八
七
・
九
〇
頁
）。

（
31
）
前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
一
一
三
〜
一
三
一
頁
よ
り
算
出
。

（
32
）『
同
前
』
三
頁
。

（
33
）『
同
前
』
四
頁
。

（
34
）『
大
正
二
年　

福
岡
県
鞍
手
郡
勢
要
覧
』
よ
り
算
出
。

（
35
）
前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
二
三
三
頁
。

（
36
）
前
掲
『
鞍
手
郡
誌
』
一
〇
六
三
頁
。
な
お
直
方
鉄
工
業
に
つ
い
て
は
、
直
方

市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
直
方
市
史
』
下
巻　

一
九
七
八
年　

第
三
章
第
四
節
、

お
よ
び
三
輪
宗
弘
「
直
方
鉄
工
業
の
変
遷
―
石
炭
依
存
か
ら
脱
石
炭
へ
の
過
程

―
」『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』
第
六
八
号　

一
九
九
七
年
も
参
照
さ

れ
た
い
。
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頁
に
よ
る
。
一
九
一
二（
大
正
元
）年
に
は
、大
地
主
の
支
出
額
は
四
、三
五
七
円
、

自
作
農
六
三
七
円
、
小
作
農
六
八
三
円
と
な
り
、
そ
の
格
差
は
さ
ら
に
広
が
り
、

小
作
農
の
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

（
46
）　

前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
新
入
村
是
』「
将
来
ノ
部
」
一
六
頁
。

（
47
）　

以
上
は
、
前
掲
『
福
岡
県
農
村
経
済
調
査
』
三
二
〜
三
四
頁
。

（
48
）　

前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
新
入
村
是
』「
現
況
ノ
部
」
一
一
頁
。

（
49
）　

前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
西
川
村
是
』「
現
況
ノ
部
」
二
・
三
頁
よ
り
算
出
。

（
50
）　

前
掲
『
福
岡
県
鞍
手
郡
是
』
二
三
五
頁
。

（
51
）　
『
同
前
』
二
三
三
・
二
三
四
頁
で
は
、
炭
鉱
業
の
存
続
期
間
を
二
〇
〜
五
〇
年

と
み
な
し
て
お
り
「
鉱
業
其
モ
ノ
ト
利
害
休
戚
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
各
種
ノ
業（

マ
マ
）体

ニ
在
ル
モ
ノ
ハ
予
メ
其
覚
悟
ア
ル
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
若
シ
夫
レ
今
ニ
シ
テ
深
謀
遠

慮
、
事
ヲ
為
サ
ズ
ン
バ
事
業
止
マ
リ
テ
後
チ
眼
前
ニ
視
ル
モ
ノ
ハ
荒
涼
タ
ル
廃

坑
ノ
跡
ト
落
漠
タ
ル
烟
突
ノ
残
骸
ノ
ミ
…
」
と
、
将
来
予
想
さ
れ
る
事
態
に
注

意
を
促
し
て
い
る
。

　
　

付
記　

引
用
し
た
文
献
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
、
筆
者
の
一
存
で
漢
数
字

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
個
所
が
あ
る
。ご
了
承
を
請
う
次
第
で
あ
る
。


